
議

案

第

十

三

号 

 
 

 

港

区

立

校

外

学

園

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

六

年

二

月

十

九

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅

 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

立

校

外

学

園

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

立

校

外

学

園

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条

例

第

三

十

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

題

名

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

 
 

 

港

区

立

箱

根

ニ

コ

ニ

コ

高

原

学

園

条

例 

第

一

条

中

「

港

区

立

校

外

学

園

」

を

「

港

区

立

箱

根

ニ

コ

ニ

コ

高

原

学

園

」

に

改

め

る

。 

 

第

三

条

の

見

出

し

中

「

使

用

」

を

「

利

用

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

使

用

す

る

」

を

「

利

用

す

る

」

に 

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

使

用

の

」

を

「

利

用

の

」

に

、

「

使

用

さ

せ

る

」

を

「

利

用

さ

せ

る

」

に

改

め

、

同 

項

第

一

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

一 

区

内

に

住

所

を

有

し

、

勤

務

し

、

又

は

在

学

す

る

者

で

構

成

す

る

団

体 

第

三

条

の

次

に

次

の

三

条

を

加

え

る

。 



（

休

園

日

） 
第

三

条

の

二 

前

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

学

園

を

利

用

す

る

場

合

の

学

園

の

休

園

日

は

、

一

月

一

日

か 
ら

同

月

四

日

ま

で

及

び

十

二

月

二

十

八

日

か

ら

同

月

三

十

一

日

ま

で

と

す

る

。

た

だ

し

、

教

育

委

員

会

が

必 

要

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

変

更

し

、

又

は

臨

時

に

休

園

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

利

用

時

間

） 

第

三

条

の

三 

第

三

条

第

二

項

各

号

に

規

定

す

る

団

体

が

学

園

を

利

用

で

き

る

時

間

は

、

利

用

を

開

始

す

る

日 

の

午

後

二

時

か

ら

利

用

を

終

了

す

る

日

の

午

前

十

時

ま

で

と

す

る

。

た

だ

し

、

教

育

委

員

会

が

必

要

と

認

め 

る

と

き

は

、

こ

れ

を

変

更

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

利

用

日

数

） 

第

三

条

の

四 

第

三

条

第

二

項

各

号

に

規

定

す

る

団

体

が

学

園

を

利

用

で

き

る

日

数

は

、

同

一

団

体

に

つ

き

、 

引

き

続

き

二

泊

三

日

を

限

度

と

す

る

。

た

だ

し

、

教

育

委

員

会

が

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な 

い

。 

 

第

四

条

の

見

出

し

中

「

使

用

」

を

「

利

用

」

に

改

め

、

同

条

中

「

前

条

第

二

項

」

を

「

第

三

条

第

二

項

」

に

、

 

「

使

用

し

よ

う

」

を

「

利

用

し

よ

う

」

に

改

め

る

。 

 

第

五

条

（

見

出

し

を

含

む

。

）

中

「

使

用

」

を

「

利

用

」

に

改

め

る

。 

第

六

条

中

「

使

用

の

」

を

「

利

用

の

」

に

、

「

使

用

団

体

」

を

「

利

用

団

体

」

に

改

め

る

。 

第

九

条

の

見

出

し

中

「

使

用

権

」

を

「

利

用

権

」

に

改

め

、

同

条

中

「

使

用

団

体

は

、

使

用

」

を

「

利

用

団 



体

は

、

利

用

」

に

改

め

る

。 

第

十

条

の

見

出

し

中

「

使

用

承

認

」

を

「

利

用

承

認

」

に

改

め

、

同

条

各

号

列

記

以

外

の

部

分

中

「

使

用

」 

を

「

利

用

」

に

改

め

、

同

条

第

一

号

中

「

使

用

目

的

又

は

使

用

条

件

」

を

「

利

用

目

的

又

は

利

用

条

件

」

に

改 

め

、

同

条

第

三

号

中

「

使

用

」

を

「

利

用

」

に

改

め

る

。 

 

第

十

一

条

第

一

項

中

「

使

用

団

体

は

、

そ

の

使

用

」

を

「

利

用

団

体

は

、

そ

の

利

用

」

に

改

め

、

同

条

第

二 

項

中

「

使

用

」

を

「

利

用

」

に

改

め

る

。 

 

第

十

二

条

中

「

使

用

団

体

」

を

「

利

用

団

体

」

に

改

め

る

。 

第

十

三

条

中

「

教

育

委

員

会

が

別

に

」

を

「

教

育

委

員

会

規

則

で

」

に

改

め

、

同

条

を

第

十

九

条

と

し

、

第 

十

二

条

の

次

に

次

の

六

条

を

加

え

る

。 

（

指

定

管

理

者

に

よ

る

管

理

）

 

第

十

三

条 

教

育

委

員

会

は

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

） 

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

、

法

人

そ

の

他

の

団

体

で

あ

つ

て

教

育

委

員

会

が

指

定

す

る 

も

の

（

以

下

「

指

定

管

理

者

」

と

い

う

。

）

に

、

学

園

の

管

理

運

営

に

関

す

る

業

務

の

う

ち

、

次

に

掲

げ

る 

も

の

を

行

わ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

一 

施

設

の

利

用

に

関

す

る

業

務

（

利

用

の

承

認

に

係

る

も

の

を

除

く

。

）

 

二 

第

三

条

各

項

に

規

定

す

る

利

用

の

目

的

に

関

す

る

活

動

を

支

援

す

る

業

務

で

あ

つ

て

教

育

委

員

会

が

必 

要

と

認

め

る

も

の 



三 

施

設

、

付

属

設

備

及

び

物

品

の

保

全

（

軽

易

な

修

繕

及

び

整

備

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

に

関

す

る

業 

 
務

 
四 
施

設

内

の

清

潔

の

保

持

、

整

頓

そ

の

他

の

環

境

整

備

に

関

す

る

業

務

 

（

指

定

管

理

者

の

指

定

）

 

第

十

四

条 

指

定

管

理

者

と

し

て

の

指

定

を

受

け

よ

う

と

す

る

者

は

、

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に 

よ

り

、

教

育

委

員

会

に

申

請

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

２ 

教

育

委

員

会

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

が

あ

つ

た

と

き

は

、

次

に

掲

げ

る

基

準

に

よ

り

最

も

適

切

に 

学

園

の

管

理

運

営

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

と

認

め

る

者

を

指

定

管

理

者

に

指

定

す

る

も

の

と

す

る

。 

一 

前

条

各

号

に

掲

げ

る

業

務

に

つ

い

て

相

当

の

知

識

及

び

経

験

を

有

す

る

者

を

当

該

業

務

に

従

事

さ

せ

る 

こ

と

が

で

き

る

こ

と

。

 

二 

安

定

的

な

経

営

基

盤

を

有

し

て

い

る

こ

と

。

 

三 

学

園

の

効

用

を

最

大

限

に

発

揮

す

る

と

と

も

に

、

効

率

的

な

管

理

運

営

が

で

き

る

こ

と

。

 

四 

関

係

法

令

及

び

条

例

の

規

定

を

遵

守

し

、

適

正

な

管

理

運

営

が

で

き

る

こ

と

。

 

五 

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

基

準

 

３ 

教

育

委

員

会

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

す

る

と

き

は

、

効

率

的

か

つ

効

果

的

な

管

理

運

営

を

考

慮 

し

、

指

定

の

期

間

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

（

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

法

人

等

）

 



第

十

五

条 

教

育

委

員

会

は

、

区

議

会

議

員

、

区

長

、

副

区

長

並

び

に

法

第

百

八

十

条

の

五

第

一

項

に

規

定

す 

る

委

員

会

の

委

員

及

び

委

員

が

、

無

限

責

任

社

員

、

取

締

役

、

執

行

役

若

し

く

は

監

査

役

若

し

く

は

こ

れ

ら 
に

準

ず

べ

き

者

、

支

配

人

又

は

清

算

人

（

以

下

「

役

員

等

」

と

い

う

。

）

と

な

つ

て

い

る

法

人

そ

の

他

の

団 

体

（

区

が

資

本

金

、

基

本

金

そ

の

他

こ

れ

ら

に

準

ず

る

も

の

の

二

分

の

一

以

上

を

出

資

し

て

い

る

法

人

そ

の 

他

の

団

体

で

あ

つ

て

、

区

議

会

議

員

以

外

の

者

が

役

員

等

と

な

つ

て

い

る

も

の

を

除

く

。

）

を

指

定

管

理

者 

に

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

 

（

指

定

管

理

者

の

指

定

の

取

消

し

等

）

 

第

十

六

条 

教

育

委

員

会

は

、

指

定

管

理

者

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

第

十

四

条

第

二 

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

取

り

消

し

、

又

は

期

間

を

定

め

て

管

理

運

営

の

業

務

の

全

部

若

し

く

は

一

部

の

停 

止

を

命

ず

る

こ

と

が

で

き

る

。 

一 

管

理

運

営

の

業

務

又

は

経

理

の

状

況

に

関

す

る

教

育

委

員

会

の

指

示

に

従

わ

な

い

と

き

。 

二 

第

十

四

条

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

基

準

を

満

た

さ

な

く

な

つ

た

と

認

め

る

と

き

。 

三 

第

十

八

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

管

理

運

営

の

基

準

を

遵

守

し

な

い

と

き

。 

四 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

当

該

指

定

管

理

者

に

よ

る

管

理

運

営

を

継

続

す

る

こ

と

が

適

当

で

な 

い

と

認

め

る

と

き

。

 

（

指

定

管

理

者

の

公

表

）

 

第

十

七

条 

教

育

委

員

会

は

、

指

定

管

理

者

の

指

定

を

し

、

若

し

く

は

指

定

を

取

り

消

し

た

と

き

、

又

は

期

間 



を

定

め

て

管

理

運

営

の

業

務

の

全

部

若

し

く

は

一

部

の

停

止

を

命

じ

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

そ

の

旨

を

告

示 

す

る

も

の

と

す

る

。

 

（

管

理

運

営

の

基

準

等

）

 

第

十

八

条 
指

定

管

理

者

は

、

次

に

掲

げ

る

基

準

に

よ

り

、

学

園

の

管

理

運

営

に

関

す

る

業

務

を

行

わ

な

け

れ 

ば

な

ら

な

い

。
 

一 

関

係

法

令

及

び

条

例

の

規

定

を

遵

守

し

、

適

正

な

管

理

運

営

を

行

う

こ

と

。

 

二 

利

用

者

に

対

し

て

適

切

な

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

を

行

う

こ

と

。

 

三 

施

設

、

付

属

設

備

及

び

物

品

の

保

全

を

適

切

に

行

う

こ

と

。

 

四 

業

務

に

関

連

し

て

取

得

し

た

個

人

に

関

す

る

情

報

を

適

切

に

取

り

扱

う

こ

と

。

 

２ 

教

育

委

員

会

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

、

指

定

管

理

者

と

協

定

を

締

結

す

る

も

の

と

す

る

。

 

一 

前

項

各

号

に

掲

げ

る

基

準

に

関

し

必

要

な

事

項

 

二 

業

務

の

実

施

に

関

す

る

事

項

 

三 

業

務

の

実

績

報

告

に

関

す

る

事

項

 

四 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

学

園

の

管

理

運

営

に

関

し

必

要

な

事

項 

 
 

 

付 

則 

１ 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

２ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

か

ら

平

成

二

十

七

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港 



区

立

箱

根

ニ

コ

ニ

コ

高

原

学

園

条

例

第

三

条

の

二

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

一

月

一

日

」

と 

あ

る

の

は

「

水

曜

日

並

び

に

一

月

一

日

」

と

す

る

。 

（

説 
明

） 
 

 

箱

根

ニ

コ

ニ

コ

高

原

学

園

に

指

定

管

理

者

制

度

を

導

入

す

る

と

と

も

に

、

開

園

日

を

拡

大

す

る

ほ

か

、

規

定 

を

整

備

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


